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問　
台
風
９
号
、
10
号

規
模
の
台
風
が
本
市

を
直
撃
し
た
場
合
を
想
定

し
①
校
区
ご
と
の
緊
急
避

難
場
所
を
明
確
に
す
べ
き

②
校
区
に
よ
っ
て
は
避
難

場
所
が
遠
い
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
た
め
、
車
で
の
避

難
も
検
討
を
。

答　
①
避
難
所
の
開

設
・
運
営
に
は
自
主

防
災
組
織
の
力
が
不
可
欠
。

特
に
洪
水
時
に
は
、
校
区

自
主
防
災
組
織
ご
と
に
運

営
す
る
避
難
所
を
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
②
車
で
の
避
難
は

危
険
を
伴
う
た
め
徒
歩
避

難
が
原
則
。
市
も
徒
歩
避

難
に
十
分
な
時
間
を
見
込

み
避
難
情
報
を
発
令
し
て

い
く
が
、
高
齢
者
等
で
徒

問　
文
化
パ
ル
ク
城
陽

の
セ
ー
ル
・
ア
ン

ド
・
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
施
設
が

継
続
利
用
さ
れ
る
中
で
、

市
長
権
限
に
よ
っ
て
行
政

財
産
の
用
途
廃
止
が
行
わ

れ
た
。
市
に
用
途
廃
止
の

基
準
は
あ
る
の
か
。

答　
行
政
財
産
の
用
途

廃
止
に
つ
い
て
は
地

方
自
治
法
に
規
定
が
な
く
、

本
市
に
も
基
準
は
存
在
し

な
い
。
一
方
で
、
過
日
の

高
等
裁
判
所
判
決
に
お
い

て
、
廃
止
に
違
法
性
は
な

く
、
市
長
権
限
の
逸
脱
や

濫
用
は
な
い
と
判
断
さ
れ

て
い
る
。

問　
地
下
水
の
水
質
保

全
に
つ
い
て
①
東
部

丘
陵
地
山
砂
利
採
取
地
に

問　
市
役
所
本
庁
舎
ト

イ
レ
の
大
部
分
が
ド

ア
の
開
閉
を
要
す
る
構
造

で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
予

防
の
た
め
消
毒
液
設
置
等

の
除
菌
対
策
が
必
要
。
市

の
考
え
は
。

答　
最
も
効
果
的
な
感

染
予
防
策
は
手
洗
い

の
徹
底
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ト
イ
レ
に
消
毒

液
や
除
菌
ク
リ
ー
ナ
ー
は

設
置
し
て
い
な
い
が
、
職

員
に
は
手
洗
い
の
励
行
を

啓
発
す
る
と
と
も
に
、
ト

イ
レ
出
入
口
の
把
手
を
１

日
２
回
程
度
消
毒
し
て
い

る
。
現
在
庁
舎
出
入
口
等

に
手
指
消
毒
液
を
設
置
し

て
お
り
、
各
ト
イ
レ
に
設

置
す
れ
ば
19
カ
所
に
及
ぶ

た
め
、
今
後
も
手
洗
い
励

歩
避
難
が
困
難
な
場
合
は
、

危
険
回
避
の
た
め
早
期
に

車
を
利
用
し
避
難
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
車
中
泊
に
よ
る

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候

群
防
止
や
避
難
所
の
駐
車

場
確
保
等
の
対
策
も
検
討

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
北
部
コ
ミ
セ
ン
耐

震
改
修
工
事
中
の
１

年
間
は
サ
ー
ク
ル
活
動
で

の
室
内
使
用
が
で
き
な
い

た
め
、
利
用
者
の
多
い
古

川
・
久
津
川
校
区
の
自
治

会
集
会
所
が
借
り
ら
れ
る

よ
う
行
政
が
橋
渡
し
し
て

調
整
を
。

答　
使
用
料
金
や
駐
車

場
に
係
る
課
題
解
決

の
ほ
か
、
設
備
管
理
等
で

自
治
会
の
迷
惑
や
負
担
に

な
ら
な
い
運
用
方
法
を
検

討
し
、
４
月
の
新
役
員
交

代
時
に
市
職
員
が
訪
問
し

説
明
す
る
な
ど
、
実
現
に

向
け
努
め
て
い
く
。

あ
る
調
査
井
戸
の
継
続
が

必
要
だ
が
、
１
０
２
号
井

戸
が
廃
止
さ
れ
た
理
由
は

②
今
後
の
採
取
地
内
の
地

下
水
調
査
は
。

答　
①
東
部
丘
陵
地
内

の
地
下
水
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
は
、
山
砂
利
採

取
地
整
備
公
社
が
安
心
・

安
全
な
埋
め
戻
し
事
業
を

進
め
る
た
め
に
実
施
し
て

い
る
。
当
該
井
戸
は
、
土

地
取
引
に
伴
い
所
有
者
が

砂
利
事
業
を
廃
止
し
た
こ

と
に
よ
り
廃
止
と
な
っ
た

②
平
成
15
年
か
ら
の
調
査

で
一
定
の
結
論
も
出
さ
れ

て
お
り
、
残
る
５
カ
所
の

調
査
井
戸
に
つ
い
て
は
令

和
２
年
の
調
査
が
継
続
さ

れ
る
。
市
と
し
て
も
可
能

な
限
り
継
続
を
考
え
て
い

る
が
、
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ば
最
終
的
に
山
砂
利
採

取
地
で
は
な
く
な
る
た
め
、

調
査
井
戸
は
な
く
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

行
で
進
め
て
い
く
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
に
対

す
る
予
防
・
経
済
対

策
の
取
り
組
み
を
進
め
る

中
で
、
介
護
・
障
が
い
者

福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
市

独
自
の
支
援
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
市
民
の
生
活
を

支
え
る
重
要
な
社
会
資
本

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　
こ
の
間
の
施
設
従

事
者
の
ご
努
力
に
は

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
。
市
が
目
指
す
共
生

の
地
域
社
会
実
現
の
た
め

重
要
な
社
会
資
本
で
あ
り
、

各
施
設
の
協
力
な
し
に
今

の
福
祉
行
政
の
推
進
は
な

し
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。

ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
が

見
込
め
ず
、
こ
れ
か
ら
も

各
施
設
の
継
続
的
運
営
に

係
る
支
援
の
必
要
性
は
十

分
認
識
し
て
お
り
、
国
・

府
の
助
成
制
度
等
を
活
用

し
た
財
源
確
保
を
見
据
え

つ
つ
模
索
し
て
い
き
た
い
。

洪
水
時
の
緊
急
避
難
場
所
を
明
確
に

東
部
丘
陵
地
の
地
下
水
調
査
継
続
は

介
護
・
障
が
い
者
施
設
に
も
支
援
を
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